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内容

背景

・成田空港の空港面交通の課題

目的

・空港面の地上走行の特性

・地上走行の所要時間 →基準時間

地上走行時間の分析

・各エリアの出発便／到着便の所要時間の分析

・基準時間の算出

まとめ
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レイアウト・走行経路がきわめて複雑
国際線が多い（全体の８割）
時間帯ごとに交通量が変動

交通量増大予定

★

★ ★★

★

★

★

★

：到着便

：出発便

スポット付近の
滞留

ターミナルビル

誘導路

エプロン
★

★

B滑走路：2500m

滑走路付近
出発便の離陸待ち
の滞留

★Gateway

A滑走路：4000m

成田空港 →滞留

●

スポット（出発/到着地点）

南風運用
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研究の目的

効率的な空港面運用をめざした交通管理手法の提案

出発時刻、走行経路の調整
→滞留軽減

空港面における地上走行の特性の把握
地上走行の所要時間の算出

→交通状況に依存しない（地上走行に必要な）基準時間の算出

空港面の交通状況に応じた地上走行時間の予測

本発表の目的
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成田空港の交通流
分析データ(各月1週間×6ヶ月）
出発便13279便、到着13278便

南

北
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滑走路別便数

月別運用便数 時間帯別便数
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①

⑥

⑤

③②

④

②プッシュバック
終了

①スポット出発
(プッシュバック開
始）

⑥離陸
（滑走路端通過）

③自走開始 ④Gateway通過 ⑤停止線通過

エプロンエリア 誘導路エリア 滑走路エリア

A滑走路航跡

⑦
⑧

⑨
⑩

⑧滑走路離脱地点通過
⑦着陸

（滑走路端通過） ⑨Gateway通過 ⑩スポット到着

滑走路エリア エプロンエリア誘導路エリア

A滑走路 航跡

出発便
スポット出発から離陸まで

到着便
着陸からスポット到着まで
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地上走行のエリア
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地上走行時間の分析
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滑走路エリア

誘導路エリア

エプロンエリア

到着便

出発便

到着便

出発便

到着便

出発便

滑走路エリア ＋誘導路エリア ＋エプロンエリア
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滑走路端（着陸）－離脱地点
＜到着便＞

A南

着陸
A6

2ｋｍ
1.2分

A8

2.5ｋｍ
1.3分

A9

2.9ｋｍ
1.5分

他の交通の影響なし

→平均所要時間を基準時間

便
数

距離
平均所要時間

基準時間と距離が比例
A滑走路（長い）：1.4分
B滑走路（短い）：1.2分
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滑走路エリア

離脱地点名

離脱地点別便数
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離陸

交通状況の影響がない場合（先行機無し）

連続して離陸：交通状況の影響（先行出発機）が有る場合
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＜出発便＞滑走路エリア
停止線－滑走路端（離陸）

A南

停止線名

先行機との間隔により滑走路エリア内で停止
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A南

先行機の有無

A B

南 北 南 北

有 標本数 3875 6098 171 187

平均時間(分) 2.4 2.4 1.9 2.1

無 標本数 663 1075 451 825

平均時間(分) 2.0 2.0 1.8 2.0

交通状況に依存しない
（先行機無し）の平均所要時間
→基準時間

A滑走路は、連続して離陸する頻度が高い。

平均所要時間
先行機有りの場合＝先行機無し＋30秒

30秒
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滑走路エリア ＜出発便＞

停止線－滑走路端（離陸）

無

有 平均2.4分

平均2.0分
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B北→S7の
走行経路

離脱地点
B2 B3 B4   B5

Gateway S7
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誘導路エリア
＜到着便＞

滑走路（離脱地点）ｰGateway

各滑走路(離脱地点）ｰGateway組合せ
所要時間の平均値

→ 基準時間
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Gateway

先行離陸便数

着陸便数

誘導路エリアの所要時間 ＝ 基準時間 ＋離陸待ち時間

先行離陸便数と着陸便数に関係

交通状況の影響なし

滑走路
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誘導路エリア
＜出発便＞

Gateway－滑走路（停止線）

停止線

：到着便

：出発便
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S8→A南の
走行経路

交通状況の影響なしの場合の
所要時間の平均値
→基準時間

停止線 A1 A2  A3

Gateway S8
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誘導路エリア
＜出発便＞

Gateway－滑走路（停止線）

離陸待ち時間を含む
所要時間

交通状況によらない
所要時間
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出発便、到着便ともに基準時間と走行距離は比例し、
おおむね１ｋｍ2分である。
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誘導路エリア ＜出発便／到着便＞

各Gatewayからの走行距離と基準時間との関係
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Gateway

スポット

各スポット－各Gateway組合せ 平均所要時間→基準時間
基準時間と平均走行距離 が比例
おおよそ 1km3分

到着予定のスポットが他の便によって使用されていたため、
スポットが空くまでエプロンエリアで待機する場合あり

基
準
時
間(

分
）
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エプロンエリア
＜到着便＞

Gateway－スポット

各スポットｰGatewayの距離と基準時間との関係
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各スポットｰ各Gateway組合せの平均所要時間の算出
→エプロンエリア内の複数のフェーズがあり各々分析必要。
→プッシュバック経路、スポットからGatewayまでの走行経路に依存

→さらなる検討必要
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エプロンエリア
＜出発便＞

スポット－Gateway

速度の時刻遷移

距離と平均所要時間との関係

エプロンエリア
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まとめ

出発便／到着便の地上走行時間
各エリア（滑走路／誘導路／エプロン）にわけて分析

交通状況によらない所要時間 → 基準時間の算出

到着便 A滑走路（長い）：1.4分 B滑走路：1.2分
出発便 2分 A滑走路は連続して離陸する場合が多い。

その場合基準時間＋30秒程度。

到着便 平均所要時間を基準時間
出発便 基準時間＋離陸待ち時間（先行離陸便、着陸便数に影響）
基準時間は走行距離と比例 1km2分程度

出発便 各スポットでの所要時間が異なる。
到着便 平均所要時間を基準時間 走行距離に比例
スポット空き待ちによるエプロンエリア内待機があり
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滑走路エリア

誘導路エリア

エプロンエリア

滑走路端－離脱／停止線

滑走路離脱／停止線
－Gateway

スポット－Gateway
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今後

基準時間算出手法から得た知見 →

交通状況に応じた地上走行時間・離陸時刻・滞留状況 の予測

予測を用いた交通管理手法（スポット出発時刻調整）の検討
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